
《
廿
日
市
市
議
会
》

令
和
元
年
６
月
定
例
会

（
６
月
４
日
～
６
月
21
日
）

議
案
22
件
、
報
告
11
件
、
意
見
書
２
件
、

所
管
事
務
調
査

私
の
一
般
質
問
（６
月
５
日
）

１
．
民
間
企
業
と
の
人
事
交
流

（質
問
）
林

た
だ
ま
さ

国
や
県
な
ど
と
の
人
事
交
流
は
あ

り
、
お
互
い
に
経
験
を
積
ん
で
業
務
に

生
か
さ
れ
て
い
る
。
又
、
宮
島
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
企
業
団
や
災
害
支
援
職
員
派

遣
、
入
庁
３
年
目
の
職
員
を
市
内
自
治

会
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
し
、
経
験
を

業
務
に
生
か
し
て
い
る
。
一
方
、
民
間

企
業
と
の
人
事
交
流
は
な
い
。
収
益
、

サ
ー
ビ
ス
の
違
い
は
あ
る
が
、
顧
客
志

向
で
柔
軟
的
な
対
応
や
迅
速
さ
を
経

験
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
民

間
企
業
と
の
人
事
交
流
は
ど
う
か
。

（答
弁
）
中
野

総
務
部
長

民
間
企
業
と
の
人
事
交
流
に
つ
い

て
は
、
民
間
企
業
の
意
思
決
定
の
効
率

性
、
コ
ス
ト
意
識
な
ど
を
市
の
職
員
が

吸
収
し
、
事
務
処
理
の
効
率
化
や
合
理

化
等
を
図
る
事
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

更
な
る
向
上
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、

民
間
企
業
に
と
っ
て
も
、
行
政
の
実
務

を
経
験
す
る
事
で
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
や
、
行
政
実
務
の
理
解
、
新

た
な
事
業
ニ
ー
ズ
の
発
見
な
ど
有
益

性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

民
間
企
業
と
人
事
交
流
を
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
特
定
の
企
業
に
偏
り
が

な
く
、
透
明
性
や
公
平
性
、
公
正
性
が

保
た
れ
る
事
な
ど
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。
先
進
事
例
な
ど
を
参
考
に
研

究
し
て
い
く
。

２
．
投
票
率
の
向
上
策

（背
景
）

・
今
年
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て

も
、
な
り
手
不
足
、
無
投
票
、
投
票
率

の
減
少
傾
向
が
あ
る
。

・
本
市
の
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

率
も
減
少
傾
向
で
あ
る
。

（質
問
）
林

た
だ
ま
さ

①
こ
の
度
の
県
議
会
議
員
選
挙
の
お

知
ら
せ
は
が
き
が
３
日
に
分
け
て
配

送
さ
れ
た
。
市
広
報
で
も
期
日
前
投
票

の
呼
び
か
け
と
し
て
は
、
宣
誓
書
へ
の

記
入
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
は
が
き

の
裏
面
に
記
載
し
て
い
る
宣
誓
書
を

活
用
す
る
と
早
く
済
む
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
広
島
市
の
様
に
封
書
を

利
用
し
１
日
で
配
送
で
き
な
い
の
か
。

②
今
年
の
成
人
式
で
の
投
票
呼
び
か

け
が
な
く
な
っ
た
の
は
、
18
歳
に
投

票
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
の
が
影

響
し
て
い
る
の
か
。
令
和
４
年
４
月
か

ら
成
人
年
齢
も
18
歳
と
な
る
よ
う
で

あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
の
成
人
式
で

の
呼
び
か
け
は
、
社
会
人
と
し
て
の
ま

ち
づ
く
り
や
政
治
へ
の
関
心
を
促
進

す
る
と
い
う
事
で
効
果
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
ど
う
か
。

③
高
校
生
の
教
科
公
民
が
令
和
４
年

度
か
ら
「
公
共
」
が
必
須
科
目
と
な
り
、

ま
ち
づ
く
り
や
政
治
へ
の
関
心
も
促

進
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
環
境

づ
く
り
や
、
高
校
生
を
対
象
の
選
挙
出

前
ト
ー
ク
等
の
継
続
は
ど
う
か
。

（答
弁
）
中
野

総
務
部
長

①
選
挙
関
係
の
郵
便
物
の
配
達
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
郵
便
局
と
協
議
を
行

い
、
迅
速
か
つ
確
実
な
配
達
に
つ
い
て

特
段
の
配
慮
を
お
願
い
し
て
い
る
。
短

期
間
で
の
配
達
に
つ
い
て
、
郵
便
局
と

協
議
す
る
。

②
民
法
の
改
正
に
よ
り
、
成
人
年
齢
に

つ
い
て
も
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る

と
、
成
人
と
選
挙
権
の
取
得
が
再
び
重

な
る
こ
と
と
な
る
。
成
人
式
が
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
る
の
か
現
時
点
で
は
わ
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か
ら
な
い
が
、
選
挙
権
の
重
要
性
な
ど

に
つ
い
て
話
を
さ
せ
て
も
ら
え
る
様

実
行
委
員
会
等
と
調
整
す
る
。

③
高
校
で
の
生
徒
が
市
行
政
に
関
心

を
持
ち
、
各
種
施
策
の
説
明
を
求
め
ら

れ
る
様
で
あ
れ
ば
、
担
当
者
が
学
校
を

訪
問
し
て
出
前
ト
ー
ク
を
行
い
、
学
習

の
一
助
と
な
る
事
が
で
き
る
。
ま
た
、

学
校
で
の
選
挙
に
関
す
る
出
前
ト
ー

ク
や
模
擬
投
票
も
要
請
に
応
じ
て
実

施
し
て
い
る
。

３
．
燃
え
る
ご
み
有
料
化
を
踏
ま
え

(

背
景)

・
私
た
ち
は
家
庭
系
燃
え
る
ご
み
の

有
料
化
に
、
市
民
の
協
力
で
減
量
化
、

資
源
化
が
で
き
る
と
反
対
し
た
。

・
来
年
度
か
ら
公
平
・
公
正
の
観
点
で

家
庭
系
燃
え
る
ご
み
有
料
化
が
決
定

さ
れ
、
今
年
度
で
、
そ
の
為
の
準
備
を

し
て
い
る
。

（質
問
）
林

た
だ
ま
さ

①
ふ
れ
あ
い
収
集
は
循
環
型
社
会
推

進
課
が
対
応
す
る
よ
り
、
地
域
で
の
見

守
り
、
支
え
合
い
で
福
祉
施
策
の
一
環

と
し
て
対
応
し
た
方
が
市
の
施
策
の

方
向
性
に
合
致
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
状
況
把
握
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
か
せ
、

支
え
合
い
全
体
の
充
実
に
も
繋
が
る

が
ど
う
か
。

②
資
源
集
団
回
収
報
奨
金
の
増
額
は
、

ア
ル
ミ
缶
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
新
聞
紙
等

は
地
区
と
業
者
が
契
約
し
て
決
め
た

ル
ー
ル
で
回
収
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外

を
中
心
に
市
の
ル
ー
ル
で
回
収
し
て

い
る
現
状
で
は
、
資
源
ご
み
の
回
収
率

向
上
や
、
更
な
る
児
童
へ
の
ご
み
学
習

に
繋
が
ら
な
い
の
で
止
め
、
そ
の
原
資

は
ご
み
処
理
費
に
廻
す
べ
き
で
あ
る

が
ど
う
か
。

（答
弁
）
胡

環
境
担
当
部
長

①
ご
み
出
し
を
含
め
た
生
活
支
援
を
、

自
治
会
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

で
実
施
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
が
、

ふ
れ
あ
い
収
集
は
、
循
環
型
社
会
推
進

課
が
、
そ
れ
ら
の
活
動
と
連
携
し
、
補

完
す
る
、
い
わ
ゆ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
運
用
し
て
い
け
る
様
、
福
祉

部
局
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
制
度
設
計

を
行
っ
て
い
く
。

②
近
年
、
少
子
化
に
よ
る
子
ど
も
会
の

減
少
や
、
高
齢
化
に
よ
る
地
域
活
動
の

担
い
手
不
足
、
又
、
企
業
に
よ
る
定
点

回
収
場
所
の
設
置
な
ど
、
排
出
方
法
の

多
様
化
に
よ
り
、
資
源
の
回
収
量
は
減

少
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
本
市
と
し

て
は
、
少
し
で
も
多
く
の
市
民
や
子
ど

も
た
ち
が
資
源
回
収
活
動
に
積
極
的

に
取
組
ん
で
も
ら
う
様
、
報
奨
金
単
価

の
引
き
上
げ
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
再
質
問
で
、
有
料
化
の
原
点
に
立
っ

た
対
応
が
必
要
で
あ
る
旨
、
指
摘
）

４
．
地
域
学
校
協
働
活
動
事
業

(

背
景)

今
年
度
、
学
校
教
育
を
支
援
す
る
学

校
支
援
地
域
本
部
を
地
域
学
校
協
働

本
部
へ
移
行
し
、
地
域
と
学
校
が
よ
り

連
携
・
協
働
す
る
事
で
、
地
域
全
体
で

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
成
長
を
支

え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
事
と

な
っ
て
い
る
。

（質
問
）
林

た
だ
ま
さ

こ
の
事
業
に
関
わ
っ
て
い
る
方
々

か
ら
の
お
話
で
は
学
校
に
よ
っ
て
支

援
者
と
の
連
携
が
う
ま
く
で
き
て
い

る
所
と
そ
う
で
な
い
所
が
あ
る
と
の

事
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
現
状
認
識
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

（答
弁
）
奥

教
育
長

学
校
区
に
よ
っ
て
情
報
伝
達
の
方

法
が
異
な
る
事
か
ら
、
情
報
が
伝
わ
る

時
期
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
と
推
測

す
る
。
そ
の
為
、
新
規
に
設
置
さ
れ
た

学
校
区
も
含
め
て
、
定
期
的
に
開
催
さ

れ
る
「
活
動
調
整
会
議
」
に
地
域
連
携

推
進
員
が
赴
き
、
学
校
区
に
よ
っ
て
は

情
報
が
早
期
に
伝
わ
ら
な
い
状
況
が

あ
る
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
改
め

て
注
意
喚
起
と
情
報
が
円
滑
に
伝
わ

る
様
、
周
知
を
図
る
。

後
記眞

野
市
長
が
こ
の
定
例
会
一
般
質

問
の
答
弁
で
、
今
後
は
市
民
に
選
ば
れ

た
新
し
い
人
に
本
市
を
し
っ
か
り
引

っ
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
退
任
表
明
。

私
は
、
次
期
市
長
に
は
行
政
経
験
、

民
間
活
動
と
も
豊
富
な
川
本
元
副
市

長
が
最
適
任
者
だ
と
考
え
て
い
る
。

川
本
氏
は
廿
日
市
市
民
の
暮
ら
し

に
寄
り
添
う
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
。
皆
さ
ん
の
幅
広
い
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。




